
評価段階 評価額

Ⅴ 203,762

Ⅳ 163,009

Ⅲ 122,257

Ⅱ 81,505

Ⅰ 0

2022年度　夏期特別手当反映額表　（単位：円）
ＮＴＴフィールドテクノ

無
期
社
員
C

評価段階 評価額 

Ⅴ 44,797

Ⅳ 35,838

Ⅲ 26,878

Ⅱ 17,919

Ⅰ 0

無
期
社
員
C

2022年度 夏期特別手当反映額表（単位：円）

ＮＴＴビジネスソリューションズ

資格等級別・評価段階別反映表 単位 円
会社 資格等級    Ⅴ評価 Ⅳ評価 Ⅲ評価 Ⅱ評価 Ⅰ評価
※ＮＴＴ西日本　（社員給与

規則第3部適用者）
一般資格１級

400,219  320,176     240,132  160,088  0

ビジネスソリューションズ
（70％水準）

ビジネス資格1級

322,056  257,531     193,005  129,051  0

( 1 )

６
月
24
日
支
払
わ
れ
る
夏

期
特
別
手
当
は
昨
年
よ
り
は

少
し
増
額
で
し
た
が
、
低
額

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
時
給
制
非

正
規
社
員
の
特
別
手
当
は
社

員
と
比
較
し
て
一
桁
少
な
い

金
額
で
す
。

さ
ら
に
そ
れ
に
評
価
が
加

わ
り
ま
す
。
特
別
手
当
の
格

差
を
無
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
好
決
算

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
22
年
３
月
末
決

算
で
、
営
業
収
益
は
過
去
最

高
の
12

兆
１
５
６
４
億
円

（
前
年
比
２
１
２
５
億
円
増
）
、

営
業
利
益
も
１
兆
７
６
８
６

億
円
（
前
年
比
９
７
２
億
円

増
）
、
当
期
利
益
１
兆
１
８

１
１
億
円
（
前
年
比
２
６
４

９
億
円
増
）
の
好
決
算
で
す
。

利
益
を
労
働
者
に
還
元
す
れ

ば
労
働
者
の
生
活
を
改
善
を

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

株
主
優
先
を
止
め

労
働
者
・
利
用
者
に

還
元
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
22
年
度
も
４
０

０
０
億
円
の
自
社
株
買
い
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
９

年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
自

社
株
買
い
に
約
５
兆
１
４
８

２
億
円
の
資
金
を
使
っ
て
い

ま
す
。

政
府
の
最
低
保
有
株
は
33

％
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
自
社
株

買
い
と
自
社
株
償
却
に
よ
り
、

政
府
保
有
株
の
売
却
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
自
社
株
消
却

で
33
％
以
上
の
売
却
の
枠
を

つ
く
り
、
政
府
は
政
府
の
株

の
売
却
に
よ
り
利
益
を
得
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自

社
株
買
い
に
よ
る
株
主
優
先

を
改
め
て
、
利
用
者
・
労
働

者
に
還
元
を
す
べ
き
で
す
。

賃
金
の
格
差
を
な
く
せ

通
信
労
組
は
、
賃
金
の
格

差
を
な
く
す
た
め
成
果
・
業

績
主
義
賃
金
制
度
の
廃
止
を

要
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
別
手
当
に
お
い
て
も
25
％

か
ら
30
％
に
評
価
分
を
広
げ
、

格
差
と
分
断
を
広
げ
る
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
が
導
入
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
ジ
ョ
ブ
型
賃
金

制
度
を
を
や
め
る
べ
き
で
す
。

夏期特別手当反映額表は通信労

組に提示がされた分のみです。

夏 期 特 別 手 当
社員と非正規社員の格差をなくせ

２０２２年夏期特別手当額

（夏期特別手当の金額は年間月数の半分です）

社員の特別手当額 （年間）

ＮＴＴ西日本 6.41カ月

ＮＴＴグループ会社
・自社採用社員 6.13カ月
・社員(自社中途) 5.30カ月
・エリア社員 4.88カ月

無期・契約社員の特別手当額等

ＮＴＴフィールドテクノ

・無期社員 Ｃ : 3.205カ月
・無期社員 Ｄ : 0.447カ月

ＮＴＴビジネスソリューションズ

・無期社員 Ｃ : 1.059カ月
・無期社員 Ｄ : 0.398カ月

60歳超契約社員の特別手当
・プロスタッフ ：1.68 カ月
・契約社員(時給制ﾌﾙﾀｲﾑ) ：1.218カ月

・60歳超契約社員（月給制）特別手当の評価反映額（半期）
+3 +2 +1 0
167,190円 119.410円 71,640円 10000円

間違い探し：７つの間違いが

あります。

答えは裏面

一時金の計算方法 （評価反映部分25％+定率部分75％ ）

定率部分（社員） ：基準内賃金×△カ月×75％×在籍期間に応じた割合

定率部分（非正規社員）：基本賃金 ×△カ月×75％



( 2 )

＊

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
思
う

私
は
、
戦
争
を
知
ら
な
い
子

供
た
ち
世
代
で
す
。
父
は
戦
争

で
ビ
ル
マ
に
行
き
ま
し
た
が
、

負
傷
し
た
為
、
早
く
に
日
本
に

帰
還
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
私
た
ち
姉
妹
が
生
ま
れ
、

そ
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
命
を
つ

な
い
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す

▼
今
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
目

に
見
え
る
形
で
感
じ
て
い
ま
す
。

町
が
壊
さ
れ
、
人
が
殺
さ
れ
、

昨
日
ま
で
の
当
た
り
前
に
あ
っ

た
生
活
を
投
げ
捨
て
、
自
分
の

国
か
ら
避
難
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
理
不
尽
さ
に
愕
然
と
し
ま

す
。
プ
ー
チ
ン
の
ウ
ソ
と
欺
瞞

に
満
ち
た
独
裁
国
家
で
、
戦
争

反
対
を
と
な
え
る
人
は
弾
圧
さ

れ
、
ロ
シ
ア
国
民
は
、
日
本
の

戦
争
当
時
の
大
本
営
発
表
の
よ

う
な
報
道
を
信
じ
こ
ま
さ
れ
て

い
ま
す
▼
真
実
は
何
か
、
戦
争

を
止
め
る
手
立
て
は
な
い
の
か

と
多
く
の
人
々
が
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
、
政
府
は
軍

拡
に
大
き
く
舵
を
切
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
し
、
憲
法
９
条
を
変

質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
▼
憲
法
前
文
に
は

「
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し

く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
ま
ぬ
か
れ
、

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利

を
有
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
崇
高
な
憲
法
を
今
こ
そ
守
り

抜
く
こ
と
こ
そ
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
Ｔ
）

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
発

効
し
、
６
月
21
日
現
在
62
ケ
国
と

広
が
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で
核
兵
器
の
使

用
も
示
唆
し
て
い
ま
す
。
世
界
の

世
論
で
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
５
月
６
日
に
東
京
を
出
発

し
て
原
水
爆
禁
止
平
和
大
行
進
は
、

滋
賀
か
ら
京
都
へ
６
月
21
日
に
山

科
・
ラ
ク
ト
東
公
園
で
引
き
継
ぎ

が
れ
ま
し
た
。
引
継
式
に
お
い
て
、

京
都
実
行
委
員
会
か
ら
「
今
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー
ン
で
核
兵
器
禁
止

条
約
の
第
１
回
締
約
国
会
議
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

の
日
本
政
府
が
参
加
し
な
い
の
は
許

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
平
和
大
行
進
の
到
着

点
で
あ
る
、
京
都
市
役
所
前
で
、
京

都
市
か
ら
の
挨
拶
に
お
い
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
キ
ー
ウ
は
姉
妹
都
市
で
あ

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
さ
れ
て

い
る
人
々
に
京
都
市
と
し
て
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止
の
必
要

性
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

本
人
同
意
と
安
全
衛
生
の
確
保
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
リ
ー
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

基
本
と
す
る
業
務
運
営
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
通
信
労
組
は
労
働
者

本
人
の
同
意
と
安
全
衛
生
の
確
保
を

要
求
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
「
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
基
本
と
す
る
新
た

な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
た
制
度
見

直
し
」
を
通
信
労
組
に
提
示
し
て
き

ま
し
た
。
見
直
し
内
容
は
「
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
リ
モ
ー
ト
を
基

本
と
し
た
社
会
が
継
続
さ
れ
る
と
の

認
識
の
も
と
」
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

制
度
に
お
い
て
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
基
本
と
す
る
業
務
遂
行
を
行
う
働

き
方
と
し
て
、
新
た
に
『
リ
モ
ー
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
を
設
定
す
る
」
と

し
て
７
月
以
降
実
施
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
原
則
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
を
基
本
と
す
る
業
務
運
営

が
可
能
な
組
織
を
指
定
し
、
そ
こ
に

所
属
す
る
社
員
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
基
本
で
、
勤
務
場
所
は
自
宅
と
し

て
い
ま
す
が
、
勤
務
事
業
所
で
業
務

遂
行
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

個
別
に
適
用
を
除
外
、
ま
た
リ
モ
ー

ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
組
織
以
外
に
所
属

す
る
社
員
等
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
個
人
単

位
で
リ
モ
ー
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
適

用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

本
人
同
意
が
必
要
で
は
な
い
か

こ
の
内
容
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

会
社
の
「
業
務
上
の
必
要
性
」
を
理

由
に
、
自
由
に
社
員
等
を
リ
モ
ー
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
「
適
用
」
「
非
適

用
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
人

の
意
向
や
同
意
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
勤
務
場

所
を
自
宅
と
し
た
場
合
、
労
働
基
準

法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
等
が
順
守
さ
れ
る
の

か
懸
念
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
通
信

労
組
は
各
社
に
要
求
書
を
提
出
、
誠

意
あ
る
文
書
回
答
を
及
び
団
体
交
渉

を
求
め
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
始
ま
る

リ
モ
ー
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
７
月

実
施
に
伴
い
、
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ

業
務
（
１
１
６
・
１
１
３
業
務
）
の

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
が
関

西
エ
リ
ア
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
社

員
説
明
資
料
に
よ
る
と
第
一
弾
は
大

阪
酒
井
ビ
ル
約
76
名
が
対
象
で
、
１

１
６
・
Ｉ
Ｐ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
業
務
が

自
宅
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
京
都
西
九
条
ビ
ル
、
滋
賀

栗
東
ビ
ル
、
兵
庫
姫
路
ビ
ル
も
対
象

で
す
。
１
１
３
・
Ｉ
Ｐ
カ
ス
タ
マ
業

務
で
は
、
大
阪
堀
川
ビ
ル
、
兵
庫
新

神
戸
ビ
ル
、
京
都
御
前
ビ
ル
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
本
部
機
関
紙
よ
り
一
部
転
載
）

通
信
労
組
の
要
求

１
．
リ
モ
ー
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
適
用
対
象

組
織
の
考
え
方
と
実
施
組
織
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

２
．
リ
モ
ー
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
適
用
組
織

で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
指
示
す
る
場
合
、

社
員
本
人
の
納
得
の
上
で
実
施
す
る

こ
と
。

３
．
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
適
用
社
員
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
正
規
・
非
正
規
の
雇

用
形
態
の
違
い
の
み
を
理
由
と
し
な
い

こ
と
。

４
．
「
自
宅
を
勤
務
場
所
」
に
適
用
す
る

場
合
、
事
前
に
「
自
宅
等
に
お
い
て
テ

レ
ワ
ー
ク
を
行
う
祭
の
作
業
環
境
を
確

認
す
る
た
め
の
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

（
労
働
者
用
）
（
テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
厚
労
省
）
を
活
用
し
安
全
衛
生

を
確
保
す
る
こ
と
。

５
．
「
自
宅
を
勤
務
場
所
」
に
適
用
し
た

場
合
、
必
要
物
品
（
パ
ソ
コ
ン
等
の

品
含
む
）
は
会
社
貸
与
と
す
る
こ
と
。

６.

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
手
当
を
日
額

５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
収
束
の
メ
ド
が
立
た
な
い

中
、
日
本
の
防
衛
予
算
の
増

額
問
題
が
沸
き
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

こ
こ
数
十
年
日
本
の
防
衛

予
算
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
％
程
度

で
し
た
が
、
近
年
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
実
験
や
中
国
が

日
本
の
周
辺
海
域
で
の
行
動

が
活
発
化
す
る
中
、
「
他
国

か
ら
日
本
を
守
る
」
と
の
理

由
で
防
衛
予
算
が
２
倍
化

(
約
11
兆
円)

さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
力
に
関
し
て

も

政
府
与
党
は
そ
の
必
要

性
を
言
い
「
専
守
防
衛
」
の

枠
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。沖

縄
で
は
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
で
軟
弱
地
盤
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
対
策

の
た
め
の
工
事
費
が
膨
れ
上

が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
も
、
自
公
政
府
は
工
事
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

軍
拡
競
争
は
終
わ
り
が
な
い

他
国
が
ミ
サ
イ
ル
開
発
を

推
し
進
め
て
い
る
こ
と
に
対

抗
し
て
、
こ
ち
ら
側
も
軍
備

の
増
強
を
お
こ
な
え
ば
、
相

手
国
も
軍
事
予
算
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
か
ら
、
軍
事
力

の
増
強
に
歯
止
め
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

平
和
は
外
交
で

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
我
が
国
は
戦
後
「
非
核
３

原
則
」
を
守
っ
て
き
ま
し
た

が
、
防
衛
の
た
め
に
は
核
兵

器
を
米
国
と
共
有
す
べ
き
と

言
い
出
し
て
い
る
政
党
も
現

れ
て
い
ま
す
。

二
度
の
世
界
大
戦
で
世
界

の
人
々
は
戦
争
の
無
残
さ
、

そ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
全
て
な
く
し
て
し
ま

う
と
い
う
、
無
意
味
さ
を
学

び
ま
し
た
。

防
衛
費
６
兆
円
増
額
の
た

め
に
は
、
国
家
予
算
を
ど
れ

か
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

教
育
費
や
学
校
給
食
の
無

償
化
の
実
現
、
最
低
賃
金
の

増
額
他
、
政
府
が
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
課
題
実

現
の
た
め
の
予
算
の
増
額
こ

そ
、
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
も
、
外
交
努
力
で

問
題
を
解
決
す
べ
き
で
す
。 （本部機関紙6月号から）

滋賀のOB組合員から京

都の組合員へ引継ぎ


